
沖縄におけるEVを活用した観光の取組について
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本 日 の 内 容

１．最初に
～世界水準の観光・リゾート地を目指して～

２．環境に配慮した観光の取組

３．スマートリゾート沖縄プロジェクト

４．最後に
～選ばれる観光地になるために～
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2020年までの６年間が重要！
年 沖 縄 日本・世界

２０１４年 那覇空港国際線ﾀｰﾐﾅﾙﾋﾞﾙ完成
那覇港ｸﾙｰｽﾞﾀｰﾐﾅﾙﾋﾞﾙ完成

消費税８％へアップ
サッカーワールドカップ（ブラジル）

２０１５年 戦後７０周年
沖縄国際海洋博覧会４０周年

戦後７０周年
消費税１０％へアップ（？）

２０１６年 第６回世界のウチナーンチュ大会 オリンピック（ブラジル・リオ）

２０１７年

２０１８年

２０１９年

２０２０年 那覇空港第二滑走路供用開始 東京オリンピック開催

＊大型MICE施設、空手会館
サッカー施設等整備注目

＊県内交通機関整備必要
＊世界自然遺産登録？

１．最初に
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世界自然遺産 北部３村、西表島が暫定リスト記載へ
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【暦年】　入域観光客数と観光収入の推移
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資料出所　：　沖縄県「入域観光客統計」、 沖縄県「観光統計実態調査」

入

域

観

光

客

数

（
万

人

）

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

観

光

収

入

(

億

円

)

国外 国内 観光収入

沖縄国際海洋博覧会

（S50）

東日本大震災

 (H23/3/11)
沖縄美ら海水族館

(H14)

景気低迷、

新型インフルエンザ

(H21)

9.11米テロ

(H13)

G8サミット

(H12)

２０１３（H25）年は過去最高
641万人

（内外国人55万人）
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今、沖縄に滞在している観光客数ポイント１

2014年8月の観光客数は約70万人
1日当たり22,580人が来県

8月の平均滞在日数は4.18日

１日当たりの滞在者数は約９．４万人

宜野湾市９．３万人 名護市６．１万人 石垣市４．６万人
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沖縄観光のリピーター率

２０１２年リピーター率
約８２％
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真のリピーター率は？

3年以内の再訪者は５２．５％

ポイント２
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沖縄21世紀ビジョン 2030年の目標

将来像① 沖縄らしい自然、歴史、伝統、文化を大切にする島

将来像② 心ゆたかで安全・安心に暮らせる島

将来像③ 希望と活力にあふれる豊かな島 ⇒観光 他

将来像④ 世界に開かれた交流と共生の島

将来像⑤ 多様な能力を発揮し、未来を拓く島

次世代のために
成すべきことは？？



10

沖縄観光の未来～沖縄２１世紀ビジョンから～

目標：世界水準の観光リゾート地

☆洗練された観光地としての基本的な品質を確保する

☆独自の観光価値を発揮することにより、アジア太平洋
地域における競合地との比較対照の中で「沖縄／
OKINAWA」のポジションが確立されている

☆国内外において高いブランド力を保持する観光リゾー
ト地として認知された状態となっている。

目標： 観光収入１兆円， 観光客数１千万人
（外国人200万人含）
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１．観光地間の国際競争に対する対応

２．環境問題に対する対応

３．基幹産業としての役割の発揮

沖縄観光の中長期課題
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２．環境に配慮した観光の取り組み
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①エコツーリズム推進事業
・目的：自然環境等の保全に配慮し、地域活性化に

資する持続可能な観光を目指す

・これまでの取り組み
〇平成14年度～16年度

⇒エコツーリズムガイドライン
沖縄県エコツーリズム推進計画
事業者間の「保全利用協定」締結促進
全国エコツーリズム国際大会（H14）

〇平成17年度～24年度
⇒NPO法人沖縄エコツーリズム推進協議会

設立（H18）
⇒地域版ガイドライン策定促進、情報発信等

〇平成25年度 認証制度研究
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②持続可能な観光地づくり支援事業

・目的：観光地受入容量の定量化手法の研究等を
通して持続可能な観光地づくりに向けた総
合的な施策の展開を図る

・これまでの取り組み
〇平成20年度～21年度

県全体の観光利用や観光資源の状況な
どを統一的な手法で把握した上で、バランス
のとれた観光拠点のあり方検討と観光地受
入容量の定量化手法の研究を行うため、県
内観光拠点の現況評価を実施
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③環境共生型観光地づくり支援事業
・目的：国際的な沖縄観光ブランドを確立するため、

沖縄の豊かな自然環境を保全しつつ、適正
な利活用を図る環境共生型観光を推進する

・これまでの取り組み
〇平成22年度～25年度

⇒市町村が行う環境に配慮した観光施設整
備や市町村や地域の協議会等が行う環
境保全活動やルール作りなどへの支援

⇒エコトイレ案内板、啓発活動、ガイドライン
促進、木道、カヌー乗降場整備
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④エコリゾートアイランド沖縄推進事業

・目的：持続可能な社会実現を目指した取り組み
が活発に行われる中、沖縄県の自然資源等
の保全・育成に取り組むことにより観光産業
においても環境負荷低減を図る

・これまでの取り組み
〇平成22年度

⇒県内の環境負荷低減への取り組み把握、
観光産業におけるモデル的取り組み検討、
エコカー導入モデル事業等

⇒電気自動車導入支援（５０台）、

普通充電設備支援（２０か所）
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EV(電気自動車）
導入支援事業



３．スマートリゾート沖縄プロジェクト
～沖縄の観光資源である豊かな自然環境の保全を通した、沖縄の観光ブランドのバリューアップ～
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それでも前へ！

車輌

ＨＶ ＥＶ ＰＨＶ

ガソリン
スタンド

箇所
○

（約350か所）
－

○
（約350か所）

給油
時間

○
（5分～10分）

－
○

（5分～10分）

充電
インフラ

箇所 － △
（約30か所）（急速）

－

充電
時間

－
△

（10分～30分）
－

車体価格
○

（約180万円）

△
（約300万円
補助金込みで

約220万円）

△
（約290万円
補助金込みで

約260万円）

航続可能距離
○

（約1,000km）
△

（約200km）
○

（約2,000km）

顧客評価 ○ △ △

『南北約140kmの沖縄本島で、平均2泊3日で約250kmを走る
年間約300万人のレンタカー観光客を対象とした沖縄』 でさえ！ 普及は順調ではない。
観光客が持つ「知らない土地での不安」に加え、「電欠の不安感」は消費行動を抑えた。

沖縄でのEV/PHV普及の歴史
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『更に小さな成功例』
に期待！！

超小型ＥＶを利用した
新たな取組

・航続距離約50㎞
・近場限定での利用
・車両価格約90万円



ビジョン：沖縄の観光資源である豊かな自然環境の保全を通した、沖縄の観光ブランドのバリューアップ

ワーキング
グループ①

スマートリゾート沖縄
検討会

ワーキング
グループ①

ワーキング
グループｎ

組織体制

・・・

沖縄観光コンベンションビューロー

充電インフラ
分科会

第1回検討会（2013年11月11日） 第2回検討会（2013年12月16日）

各委員より、超小型EVによる地域課題の
解決について、意見を集約。

超小型EVの試乗会を開催し、体験を基
に超小型EVの利活用シーンを議論

まずは、観光業界の仲間
を中心に勉強中です！！

へ～！

楽しく
やろう ！

使える？

使えない？

22



◎発起人
下地芳郎（座 長） 琉球大学 観光産業科学部観光科学科
東 良和（副座長） （社）日本旅行業協会（JATA） 沖縄支部長
白石武博（副座長） （株）カヌチャベイリゾート 代表取締役社長
當山智士 （株）かりゆし 代表取締役社長
比嘉建己 ザ・テラスホテルズ（株） 取締役、ザ・ブセナテラス 支配人
前田裕子 （株）前田産業 代表取締役社長
宮里 哲 座間味村 村長／座間味村観光協会会長
古謝景春 南城市 市長
屋良朝治 沖縄観光コンベンションビューロー事務局長
中村圭一郎 （株）アンカーリングジャパン 代表取締役社長
早田敏也 トヨタ自動車（株）IT・ITS企画部ｽﾏｰﾄｺﾐｭﾆﾃｨ企画室 都市交通ｼｽﾃﾑG
小島 修 トヨタメディアサービス（株） 代表取締役副社長

◎オブザーバー
内閣府 沖縄総合事務局 経済産業部 エネルギー対策課
内閣府 沖縄総合事務局 運輸部 企画室
沖縄県 観光振興課
沖縄県 環境政策課
経済産業省 資源エネルギー庁
グリーンパワープロジェクト事務局

◎事務局：沖縄観光コンベンションビューロー
◎ファシリテーター：平井雅

参加メンバー（2013年12月現在）

仲間を
募集中です！！
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【目標】
観光地評価指標

①エネルギー ③交通②環境 ④観光

渋滞緩和！
公共交通！
鉄軌道！

温暖化！
EVバス！
EV/PHVタウン構想

再エネ！
沖縄産EV！

環境共生型観光

ビッグデータ

グローバルリゾート
フォーラム開催

街エネ大学
開催

全国ワースト１
那覇の渋滞

ビッグデータの
分析法体系化

奄美・琉球
世界自然遺産登録

再エネ率向上
蓄電（台風停電）

ビッグデータの
分析法体系化

交通手段の分散に伴
う渋滞緩和シミュレー

ション

再エネ率向上と自家
用車減に伴うCO2削

減量

災害時の交通
シミュレーション

再エネ比率○％ 混雑時旅行速度○km
CO2排出量○％削減
充電インフラ○kmに1個

観光地評価指標
○ポイントUP

【技術】
分析・活用
ソリューション

【知識②】
最先端情報共有
普及啓発

【知識①】
既存の施策

【分野】
単独の施策

【情報基盤】

スマートリゾート沖縄プロジェクトの対象領域
（ビジョン：沖縄の観光資源である豊かな自然環境の保全を通した、沖縄の観光ブランドのバリューアップ）

メディア戦略
（地域資源、コンテン
ツ、ICT、ビジネス等）

商品企画・販売戦略
（誰に、何を、いつ、どの
媒体で、いくらで売る）

成
長

充電インフラ整備

観光だけで全て
は出来ません！

拡大

拡大
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○社会ニーズに即さない協働なき体制はもはや限界＝既にモチベーションキラー
○異分野連携こそ、県民の期待感と達成意欲を掻き立てるモチベーションに成り得る！

観光
文化観光スポーツ部

観光振興課

交通
企画部

交通政策課

エネルギー
商工労働部
産業政策課

環境
環境生活部
環境政策課

EV/PHV
タウン

沖縄県庁における行政体制の課題

渋滞緩和！
公共交通！
鉄軌道！

温暖化！
世界自然遺産！
EVバス！
EV/PHVタウン構想

再エネ！
沖縄産EV！

エコツーリズム！

今、必要なのは
ここです！！

ここがスタート！

25
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☆提 案☆

〇EV/PHV普及などによるライフスタイルの
転換を通して

「住んでよし、訪れてよし」の沖縄へ！

「沖縄スマートリゾート推進協議会」（仮称）
設置を！

＊沖縄県庁が中心となって「産学官」で構成

⇒沖縄だけでなく県外企業等も参加！
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４．最後に
～沖縄が世界から選ばれる観光地になるために～

・世界は観光客獲得を巡って激しい競争

・世界の国際観光客数は10億人超え更に増加中

・ブランド力のある観光地が選ばれる

・自然＋歴史＋文化に加えて「技術（ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ）」必要

・EV・PHVの普及は「環境に優しい」観光地としてのイメージ
アップに貢献＆他（競合地）との「差別化」に貢献

・県民の意識改革＆「産学官」連携が必要
⇒「スマートリゾート推進協議会」
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ご静聴有難うございました
Thank you very much !


